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１． はじめに 

近年，IoT（[1]-[6]）等様々な領域で，ヘテロなハード利

用が増えているが，活用の壁は高い．私は，環境に合わせ，

既存のコード変換等を自動で行い適切に動作させる，環境

適応ソフトウェアを提案してきた[7]-[9]． 

変換等は，既存のコードを解析するため OSS 等がほぼ前

提だった．本稿では，取り組む自動分割技術により，汎用

的プログラムに容易に機能追加できるようにする．これに

より，OSS 等にユーザが独自の機能を追加したプログラム

等，環境適応の対象を大きく増やすことができる． 

2 ．汎用的プログラムへの機能追加について 

環境適応は，既存のコードを解析変換するため，OSS 等

のソースコードが必要であった．しかし，OSS は機能不十

分でユーザは自分用のカスタマイズをしたい場合も多い．

一方，環境適応では，IoT サービスを対象に，ユーザは基

本サービスとユーザ独自処理と IoT 機器を指定すれば，デ

ータ蓄積，表示等の共通的機能を探して組み合わせて，

IoT サービス化する IoT 適応方式を実現したが，対象は IoT

サービスに限定されている． 

そこで，本稿は IoT 以外の汎用的プログラムにユーザが

機能追加することを容易化することを目指す．それなりに

行数があるアプリケーションは，変更影響が広範囲に及ぶ

ことが多く，追加変更には関連する機能に影響がないかの

チェックに大きな稼働がかかる．そこで，アプリケーショ

ンを関連する処理で分割して，分割境界を元に変更を局所

化することで，適材適所利用できるようにするとともに，

サービス追加変更を容易化する． 

3．汎用的プログラムの自動分割検討 

IoT 適応方式では，コード分析し，IoT GW や IoT PF を

適材適所で利用できるが，IoT サービス以外の汎用的プロ

グラムを適材適所で利用することはできない．そこで，分

析を高度化し，汎用的プログラムでも，ユーザが行いたい

独自処理を追加変更できるようにする事が望まれる． 

分析する手法で，アプリケーションを実際には動かさず

に，ソースコードの関数の呼び出しや書き込み等のリレー

ションを見る，静的分析手法がある．静的分析では，関数

同士の呼び出し関係が把握できる，ある関数が同じデータ

に書き込む関数かどうかも把握できる．一般に，呼び出し

関係があったり，同じデータに書き込みそれを使う関数は，

関連が深いため，分割する際にはグループ化する必要があ

るただ，アプリケーションを動かさない静的分析は，ユー

ザに実際は使われないようなケースも分析される形となる． 

一方，分析する手法で，サンプルテストケースを用いて

アプリケーションを実際に動かし，実行されたログ等の情

報を見る，動的分析手法がある．動的分析では，関数同士

の呼び出し関係でも，ユーザが指定するサンプルテストケ

ースで実際に使われる関数の呼び出し関係が抽出できる．

DB を用いるアプリケーションの場合，DB アクセスログを

抽出して，連続的に実行しているデータアクセス命令を発

見し，一連処理として実行しているプログラム範囲を見つ

けることができる．また，DB でなくファイルアクセスの

場合でも，ファイルアクセスログから，一連の処理として

実行しているプログラム範囲を見つけることができる．た

だ，動的分析で実際に動かすテストケースはサンプルの数

に依存する形となる． 

環境適応では今まで，GPU 自動オフロード等に取り組ん

できたが，GPU で計算処理可能かは静的分析で分かるが，

GPU 処理した際の性能は実際に測定しないと分からないの

が通常であり，静的分析と動的分析を組合わせて，オフロ

ード部を自動探索していた．動的分析は，ユーザが使うサ

ンプルテストケースを実際に動かし性能測定するため，

個々のユーザ毎に異なる対応をするために重要な要素であ

った．そこで，汎用的プログラムの自動分割でも，個々の

ユーザに対応するために，静的分析と動的分析を組合わせ

た分析を行う． 

4．まとめ 

本稿では，環境適応新要素として，汎用的プログラムの

自動分割方式を検討した．これにより，環境適応対象を増

やすことができる．具体的な分割方式を検討し，実装し，

分割による確認行数の変化等を比較し有効性を検証する． 
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